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1．概要
　「外国にルーツをもつ子どもたちの学習支援」プロジェクトの英語名称は Study support Project 






　2009（平成 21）年９月、文京区内にある NPO 法人 COMPASS の助言と支援を受け、社会学部
社会文化システム学科の正規活動として出発。2010 年度より学部予算を得て、教材や参考書の購
入、教育機材の充実を図っている。おもな活動は、学習支援（盆と正月を除き、毎週木曜日 18 時







　2014 年度の参加児童・生徒は、中国 14 名、台湾１名、フィリピン６名、マレーシア１名、ベト
ナム５名、カンボジア１名、モンゴル１名、スリランカ１名、フランス１名で、男 16 名、女 15
名、合計 31 名であり、年齢・学年別では、５歳 1 名、小学１年 1 名、小学５年 2 名、中学１年 3































　　　・ 木曜 SPIRIT の参加者記録ファイルの書き込み（日付、活動場所、天気、参加生徒、参加
学生、参加教員、見学者を記録。）
　　　・新規参加者・見学者対応、消耗品の買い出し、会計管理、その他の雑用










　広報係： 多くの人に SPIRIT の活動や外国にルーツを持つ子どもたちの現状を知ってもらう。社
会問題としてあまり知られていない、外国にルーツをもつ児童の日本語サポートや学校
生活について社会に広める。




　　　・PV・チラシ作製、ブログ管理・更新、Twitter と Facebook の管理












　 2014 年４月 10 日　【１】標高や海面が理解できなかったようなので、図を使ったり文をわかり
やすい日本語に言い換えたりしたらうまく理解してくれた。【２】疑問をほとんど解決できたみ
たいでよかった。
　 2014 年５月 15 日　【１】他の生徒に折り紙の折り方を教えたり一緒に折ってあげたりとお姉さ
んの面も見せてくれた。【２】レクを楽しんでいた。
　 2014 年６月 19 日　【１】自分で問題を２問作って解いていたが、２問ともマイナスにすべきと
ころをしておらず、同じミスをしていた。【２】日本語もこの３ヶ月で上達したが、学校の友達
との交流を面倒くさがっていたり悩んでいたりしているようなので、それがとても気になった。














　 2014 年７月 31 日　【１】was が are の過去形だと言うと驚いていた。基本的なことから確認し
たほうが良さそう。【２】中学の先生がこのままでは高校にいくのが難しいと言ったようで、少
し落ち込んでいた。なので塾を探し中。




　 2014 年５月 15 日　【１】6 月に英検３級の試験があるそうでその対策。会話文や動詞の穴埋め問
題に取り組んだ。会話文での正答率は高い。【２】動詞の穴埋め問題では単語の意味をあまり理
解していないせいか、ほとんどの答えが勘に依っていたため、正答率が低かった。
　 2014 年６月 26 日　【１】国語の読解問題では設問の意味を理解しきれていないことがあった。
【２】修学旅行新聞は楽しそうに内容を考えていた。


















　 2014 年６月 26 日　【１】日本語を聞いたりひらがなを読むことはできるが日本語を自分の言葉
で話すことは難しいようだった。【２】日本語をもっと学習したい、とのこと。
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　 2014 年４月 10 日　【１】英語の教科書を先の方まで読んでいた。英語は習っていなくても読め
ていた。Are you --? や Do you --? の～の部分を自分で置き換え練習していた。【２】SPIRIT 
TIME を読んでくれた。





　 2014 年４月 10 日　【１】書く際にひらがなの「や」と「ゆ」、「ぬ」と「ね」といった間違いが
多かった。【２】中国のお土産を持って久しぶりに活動に参加してくれた。終始元気いっぱい
だったが、勉強するときはしっかりと作文に取り組んでいた。




　 2014 年６月 26 日　【１】学校では授業中寝てしまうことがあるそうだ。（漢字が読めないため。）
【２】初めて話したが、うちとけてくれた気がする。





















































































































































2014 年度は２回、６月 22 日と 10 月５日に東洋大学白山校舎で開催した。
　６月 22 日　５号館１階教室にて開催。参加者は、中国（生徒 28 人、保護者等 13 人）、フィリピ
ン（生徒４人、保護者等３人）、韓国（生徒３人、保護者等４人）、ネパール（生徒６人、保護者等
５人）、ブラジル（生徒１人、保護者等１人）、タイ（生徒１人、保護者等１人）、アメリカ（生徒
１人、保護者等１人）、日本（保護者等１人）、合計 46 家族 73 人、見学８人、スタッフ 47 人。
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Study Support for International Children by Toyo Students
Takayuki SHIBATA
　SPIRIT stands for Study support Project for International children with Real Interaction at TOYO 
University. This paper describes SPIRIT’s activities with children from China, the Philippines, and 
other countries.
　Keywords： Study Support, International Children, Japanese language and cultures
